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猛暑が続いておりますが，今年は
暑さだけではなく，ゲリラ豪雨，も
どり梅雨など，異常気象の話題もよ
く耳にします。近年の異常気象は，
地球温暖化やヒートアイランドが原
因で引き起こされていると言われて
いますが，原因が何であれ，日本の
気候が以前と比べて大分変わったこ
とだけは間違いないと思います。
異常気象により，記録的な豪雨が
頻発すると，過去に例のない災害が
発生し，家屋やインフラ設備に深刻
な被害をもたらすことも少なくあり
ません。
日本では今後，多くのインフラ設
備が更新時期を迎えます。年々増加
する異常気象に対しても，十分耐え
られるインフラ設備を構築すること
が重要であると考えております。
さて，今月号は「橋梁」特集号で
す。巻頭言は，東京大学の藤野名誉

教授にお願いいたしました。
行政情報では，国土交通省国土技
術政策総合研究所から道路橋示方書
改定について，NEXCO総研から本
年 7 月に改定された NEXCO 設計
要領第二集の改訂について，それぞ
れ概要を執筆していただきました。
技術報文では，橋梁の維持管理，
耐震，設計・開発，施工といった幅
広い分野から 8編の報告をとりあげ
て紹介しております。
公共事業の予算が限られる中，重
要なライフラインである橋梁を今後
どのように維持・整備していくかは，
我が国の大きな課題であると思いま
す。今回掲載した報文が，このよう
な課題に日々取り組んでいる皆様の
ご参考になれば幸いです。
最後になりましたが，ご多忙中に
もかかわらず，快くご執筆を引き受
けていただいた執筆者の方々に心か
ら感謝いたしますとともに厚く御礼
申し上げます。
� （岡田・齋藤）

9 月号「土工特集」予告
・建設ロボット技術懇談会の提言等
・経済産業省における公共・防災ロボット関連施策
・ローラ加速度応答法による盛土品質管理
　　高速道路の盛土施工における活用事例
・無人化施工における作業効率の実態
・無人化施工の技術的総括と今後
・土工機械メーカのグローバルアライアンス
・最近の土工計画の方法
・岩塊盛土の今昔
・水陸両用ブルドーザによる災害復旧工事事例報告
・スクレープドーザの総括
　　その開発史と近年の動向
・ブルドーザ作業機自動制御の適用範囲拡大　D61EXi/PXi-23
・油圧ハイブリッドシステムを搭載した油圧ショベルの開発
　　CatR 336E H ／ 336E L H
・AC駆動 290tRDTの EH5000AC-3 の開発
・岩塊・玉石から軟岩をスピーディに掘削
　　エキセントリックリッパーを機構と構造から見たその効果
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